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一学期の振返りを大切に 
校 長 原 田  肇 

５月 26 日（木）～27 日（金）、修学旅行に６年生の子どもたち全員参加で志摩・鳥
羽方面へ行きました。２日間、他のお客さんの迷惑にならない行動をする・時間を守
る・勝手な行動はしない・班行動等々、事前に自分たちで決めたきまりを一人一人がし
っかりと守ることができていて、大変感心しました。「楽しく、安全にルールを守り思
い出に残る修学旅行にしよう。」という目標は、十分達成できたのではないでしょうか。 

 
さて、みなさんはこれから 10 年後、20 年後・・、どんな大人になっていると思いま

すか。自分の将来の夢を一年生は一年生なりに、六年生は六年生なりに持っていること
と思います。でも、その夢を夢で終わらせないで、実現させていくためには、小学校か
らの毎日の学習がとても大切になってきます。小学生時代は、大人になって生きていく
基礎である「生きる力」を付けていく大切な六年間です。 

また、これからの 10 年後、20 年後・・は、どんな世の中になっているか予測が困難
な時代と言われています。人間がやってきた仕事も、コンピュータや機械が代わってや
ることも増えていくことでしょう。だからこそ、みなさんは、人から言われたからでは
なく、小学校で学習していることを、「何のために学ぶのか」を毎日の授業で考えてほ
しいと思います。また、毎日の授業を通して「何ができるようになるか」を考え、「何
ができるようになったか」を振り返ることが、自ら学び自分の人生を切り拓くために必
要となっています。この「何ができるようになったか」を明らかにしていくことが「評
価」です。このように、新しい時代に向けて学んでいく内容も変わってくることから昨
年度、日本全国の小学校が学ぶ内容が示された学習指導要領が改訂されました。「評価」
も「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の三つにまと
まりました。「知識・技能」は、知ったことがどの程度なのか、その知識を使って文章
で説明や観察・実験する様子など。「思考・判断・表現」は、自分が知っている知識や
技能を活かして問題を解決していくために友達と話し合ったり、レポートにまとめた
り、発表したりする活動など。「主体的に学習に取り組む態度」は、新しい知識や技能
を得たり、考えたり表現する力を身に着けるために自分自身の学習の様子を振り返り、
学習の進め方をいろいろな方法で試みてチャレンジする、よりよく学ぼうという意欲
などを評価します。この話をふまえて通知表を見てください。そして、１学期の学習を
振り返り、２学期の授業への取り組み方を考えてくれることを期待しています。 

７月の行事予定 
日 曜 行    事 

４ 月 ものづくり体験教室５年・ＳＣ 

５ 火 歯科検診・児童集会 

６ 水 
全校４校時授業 

府学力診断テスト（４年） 

13 水 短縮４校時授業・個人懇談会 

14 木 短縮４校時授業・個人懇談会 

15 金 短縮４校時授業・個人懇談会 

18 祝 海の日 

19 火 
短縮４校時授業 

給食終了・個人懇談会 

20 水 特別４校時授業・終業式 

21 木 
夏季休業開始（８月 28 日まで） 

学習会・学校図書室開室 

22 金 学習会・学校図書室開室 
 

８月の主な行事予定 
日 曜 行    事 

29 月 特別４校時授業・始業式・大掃除 

30 火 給食開始・委員会活動 

31 水 通学班会 

 

Web・掲示用のため 
省略しています。 

申し訳ありません。 

 

夏 の 学 習 会 

7/21(木)･22(金)9:00～11:00 
基礎基本の定着を図るため、また夏季

休業中も学習習慣を保てるようにするた
め、学習会を実施しますので参加してく
れることを期待しています。 

学校図書館開室 

7/21(木)･22(金)9:00～11:30 
夏季休業中、上記日程で学校図書室を

開室します。積極的に利用をしてほしい
と思います。 

熱中症対策について 
梅雨が明け、熱中症の危険性が高まる気候が続いています。本校では、児童の健康

を守る観点から、熱中症対策として次のような指導を行っています。 
 暑さ指数（ＷＧＢＴ）の基準を超えた時点で屋外での活動（水泳学習を含む）を

中止します。 
 屋外での活動・登下校では、マスクを外すように指導します。 
 体育の授業では、屋内外問わず距離をとってマスクを外すように指導します。 
 屋外の活動では、安全帽の着用を指導します。 
 適宜水分補給をするように指導します。 

 
ご家庭においても、熱中症の危険性についてお子様にお話しいた

だきますようお願いいたします。 
また、水筒のお茶が途中でなくなる児童が見られます。水分補給が

できるよう多めのお茶の持参に、併せてご協力お願いいたします。 
 


